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日本には8種類のマ ドボタルが分布し、主

として島毎に種分化をとげて地理的に棲み分

けている。マ ドボタル属はコミュニケーショ

ン・システムの違いによりPRシ ステムとCR

システムに分けられる (OHBA,1983,大 場,

1984)。 PRシ ステムに属する3種 間 (オオ

シママ ドボタル ・ミヤコマ ドボタル ・アキマ

ドボタル)や CRシ ステムに属する南西諸島

の2種 間 (オキナワマ ドボタル ・サキシママ

ドボタル)で は容易に異種間交尾を行うこと

が実験的に確認されている (大場 。後藤,19

90)。 本州 ・四国 。九州には近畿地方を堺に

西日本にはオオマ ドボタル え〃oc∝"aがおc_

jc例施 が東日本にはクロマ ドボタル P.ル ー

れθ岡 が分布しているが、この2種 は同一の

コミュニケーション・システムであることか

ら交雑する可能性が高いと考えられ、分布境

界域でどのような生殖隔離が働いているかが

問題となる。このような問題を解決する目的

で両種の雄威虫の外形態 ・斑紋パターンを中

心に比較 し両種の関係を比較検討した。

オオマ ドボタルの雄は前胸背板の中央に鮮

やかな赤色斑紋を有し、本種の特徴となって

いるのに対し、クロマ ドボタルの前胸背板に

は赤色斑紋が認められず全体が黒色であると

されている。しかし、オオマ ドボタルの分布

域において、雄威虫の前胸背板の赤色斑紋は

通常のタイプの他に赤色斑紋の大ききが小さ

いもの (緯小型)や 痕跡的に認められるもの

(痕跡型)が あった。さらに、クロマ ドボタ

ルの分布域からは前胸背板に痕跡的な赤色斑

紋を持つ個体が確認された。したがって、オ

オマ ドボタルとクロマ ドボタルを区別する特

徴とされる赤色斑紋の有無は変異が大きく、

両種を分類する上で有効な形質にはならない。

さらに、オオマ ドボタルはクロマ ドボタルよ

り大型である傾向があるとされるが(体 長や

前胸背幅の変異は連続 し、同一生息地の集団

においても個体変異が大きく、体の外形態か

ら両種を分けることはできない。また、大阪

府妙見山において前胸背板に赤色斑紋が明瞭

に表れた個体と消失した個体が採集されてい

る事業から、次のことが考えられる。 1)こ

れらが別種であるとすれば、両種の間に生殖

隔離が働いている、2)斑 紋パターンの変異

であり、同一種。しかし1)は これまでの、

形態、配偶行動様式の比較研究から判断して、

ほとんど肯定できる背景がない。従って、現

時点では形態や斑紋パターン、習性、配偶行

動などから両種を明瞭に区別することは難し

く、両者は同一種である可能性が高いと考え

られる。今後さらに全国各地の集団について、

詳細な形質の比較検討を行うとともに、交雑

実験や遺伝子解析を行い、系統関係を明らか

にする予定である。この研究を進めるにあた

り、貴重な資料を提供頂いた全国ホタル研究

会の会員各位に厚く御礼申し上げます。
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